
 

 

第２号の１表 

                            ５八五中発第６６号 

令 和 ６ 年 ２ 月 ９ 日 

 

 八王子市教育委員会 殿 

                     学校名  八王子市立第五中学校 

                     校長名 竹  内  康  裕  公印 

 

令和 ６年度教育課程について（届 ） 
 

   このことについて、八王子市立学校の管理運営に関する規則に基づき下記のとおり 

  お届けします。 

 

記 

１ 教育目標 
（１）学校の教育目標 

 日本国憲法、教育基本法、学校教育法及び学習指導要領等に則し、人権尊重の精神を基調とし

て心身共に健康で、知性と感性に富み、生涯を通じて主体的に学び続け、国際社会に貢献できる

人間性豊かな生徒の基本的資質を養う。   

 この教育目標を実現するために、次の生徒を育成する。   

◎ 人・地球との共生 〈より高い人間性をめざす人〉 （徳）   

○ 未来社会への知性 〈学び続ける人〉       （知）   

○ 心身共に健康   〈健康で生命を大切にする人〉 （体）   

（２）学校の教育目標を達成するための基本方針 

【第五中学校グループ（第一小、第四小）】の共通目標「より高い人間性をめざす人・学び続

ける人・健康で生命を大切にする人」の実現に向けて、教職員の創意と工夫によりさらなる小中

一貫教育の充実を図る。また、全ての生徒が安心して豊かな学校生活を送るため、学校いじめ対

策委員会を軸としたいじめ防止の取組の強化、不登校生徒への適切な対応、一人ひとりの教育的

ニーズに的確に応える特別支援教育の充実を図る。 

◎ 【徳】「人・地球との共生」 

人権尊重・生命尊重の精神に基づき、全教育活動を通じた道徳教育を充実させ、互いに尊重 

し思いやりをもち、「いじめは絶対に許さない」という精神の下、他者と協力し、社会に貢献 

しようとする生徒を育成する。そのために、道徳科の授業や特別活動において利他の心の涵 

養、共存共栄の精神を育てるとともに、自己肯定感や自己有用感を高める工夫・改善を図る。 

また、不登校生徒が安心して通える「校内登校支援教室（リソースルーム）」の教室環境や支 

援体制を整え、校内での居場所づくりをすすめていく。いじめ防止の取組については、学校い 

じめ対策委員会を軸にした学年・学級運営、分掌との連携や校内支援体制・教育相談体制の構 

築をすすめる。 

○ 【知】「未来社会への知性」 

小中一貫教育の取組として、小学校教職員と「学力定着プロジェクトチーム」を編成し、基

礎的・基本的な知識及び技能の習得をめざす。授業においては、知的好奇心、探究心をもち創

造性豊かに多様な発想を導き出し課題を解決できる生徒を育成する。そのために、１人１台の

学習用端末の活用や学習習慣を確立させ、個別最適な学び及び協働的な学びを一体的に充実さ

せ、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行う。指導と評価の一体化に基

づいた、適正で信頼できる評価の推進のために、校内研修の充実を図る。また、生徒の特性や

障害に応じた適切な指導をすすめるため、校内支援委員会や研修等を通じて、全教職員の特別

支援教育に関する理解を深める。 

○ 【体】「心身共に健康」 

心身を鍛え健康を保ち、自らの役割を自覚して粘り強く行動できる生徒を育成する。そのた

めに、健康・安全指導の充実を通して望ましい生活習慣や食習慣を身に付けさせる。また、特

別活動や各教科等の体験を通して、達成感や成功体験を積ませ自信をもって将来に向かって進

んで行けるよう、キャリア教育と関連付けて指導を行う。 



 

 

第２号の２表 

                   学校名 八王子市立第五中学校 

２ 指導の重点 
（１）各教科等 

ア 各教科 

①各授業において１人１台の学習用端末を使用したドリル型学習コンテンツ等を計画的に使用 

 することを推進し、個別最適な学び及び協働的な学びを推進する学習指導方法の工夫・改善 

 に努め、授業改善に取り組む。 

②「主体的・対話的で深い学び」を実現するため、全ての教科において、授業の導入時にめあ 

て及び本時の流れを明確に提示し、授業内で必ず対話する場を設定する。その際、ＩＣＴ機 

器の効果的な活用を取り入れる。 

③考えること、議論すること、話し合い活動、探求活動による調べ学習、プレゼンテーショ 

ン、ポスターセッションなどの学習方法を確立し、生徒の思考力、判断力、表現力等を高め 

る。生徒の学びを深める手だてとして、１人１台の学習用端末や学校図書館を効果的に活用 

する。 

④「八王子市学力定着度調査」や各種調査、定期考査等の結果及び生徒による授業アンケート 

結果の分析に基づき、本校生徒の課題を踏まえた上で、学習指導方法の改善・工夫を図る。 

  また、小学校教職員と編成した「学力定着プロジェクトチーム」では、小中学校それぞれの 

学習状況の結果を共有し、小学校段階から取り組める具体的な取組を立案し、計画的に実施 

する。 

⑤理科教育については、生徒の学びの質を向上させるために、観察、実験、野外観察などの体 

験的な学習活動についての考察に重点を置く。 

 イ 総合的な学習の時間 

①学習テーマを「共生」とし、教科を横断的に学習し、探究活動を基により良く課題を解決す 

る意欲・資質・能力を育成し、自己の生き方を考えさせる。 

②郷土学習の共通テーマを「わたしがあるく八王子」とする。学年ごとにテーマを設定し校外 

学習、職場体験学習、社会科の公民的分野の学習等との関連を図り、日本遺産に登録された 

郷土の探究活動を通して、地域社会の一員として積極的に参画しようとする資質や態度を養

う。 

  ウ 特別活動 

①体育大会、合唱コンクール、移動教室や修学旅行等、多様な他者と協働する集団活動におい 

て、事前事後の活動も含め、話合いや合意形成、意思決定をしながら、より良い人間関係を

形成し、相手を尊重する心を育てる。 

②学級活動や行事等における振り返りの場面を話し合い等の言語活動として意図的に設定す 

る。その中で、「はちおうじっ子キャリア・パスポート」を活用し、生徒の自律心を育て、

将来の生き方へつなげる。 

（２）特別の教科 道徳を要とする道徳教育 

①道徳教育全体計画及び別葉を基にして、学校の教育活動全体を通じて道徳教育の充実を図 

り、生徒の道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を養う。 

②人権尊重・生命尊重の精神に基づき、「よりよく生きる喜び」を道徳教育の重点とする。 

③道徳授業地区公開講座では保護者・地域との意見交換を通して、家庭・地域社会と一体とな 

った道徳教育を展開し生徒の豊かな心を育む。また、人間としての生き方について考えを深

めさせ、主体的に社会の形成に参画する意欲と態度を養う。 

（３）キャリア教育 

①生徒が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職業的自立に向け 

て、必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう、特別活動を要としつ 

つ、各教科等の特質に応じて、キャリア教育と関連付けた指導を行う。 

②発達段階に応じた進路指導を展開する中で、「はちおうじっ子キャリア・パスポート」の活

用を通して、自らの生き方を自分事として振り返り考える自己理解・自己管理能力を養う。

さらに、「はちおうじっ子キャリア・パスポート」を引き継ぐことによって、第五中学校グ

ループ内の小中９年間を通じて夢や希望を抱き、主体的に進路選択できる力を身に付けさせ

る。 
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（４）特別支援教育 

①個に応じた特別支援教育の確立のため、１人１台の学習用端末の活用やユニバーサルデザイ 
ンを取り入れた教室環境の工夫に努め、生徒の特性や障害に応じた適切な指導を推進する。 

②毎週１回の校内支援委員会での情報交換や、特別支援教育コーディネーターを中心とした特 
 別支援教育の校内体制の強化を図る。 
③学校生活支援シートや個別指導計画を活用し、学校と家庭、子ども家庭支援センター等外部
機関との連携を図りながら、個に応じた支援の充実を図る。 

④都立特別支援学校との副籍交流を通して、居住地域のつながりや維持・継続を図る。 
（５）生活指導 
  ア  生活指導 

①校則について、全校生徒アンケートを基に教職員と生活委員会で討議し毎年の更新を図る。 
②本校の「場面に応じた共通理解と確認事項」に基づき、スクールカウンセラーやスクールソ 
ーシャルワーカー、学校心理士、地域、関係諸機関等との連携を図る。また、生徒と教職員
が信頼関係を構築し、生徒のＳＯＳを見逃さず、個の状況を丁寧に捉えた支援を行う。 

③生命尊重の教育を基盤に、セーフティ教室等の安全教育を推進し、自他の生命を大切にする
ことを、体験を通して考え、行動できる生徒を育成する。 

④生徒が性犯罪、性暴力の加害者、被害者、傍観者にならないため、八王子市教育委員会「生
命（いのち）の安全教育」を基に、性教育や保健指導に位置付けた指導を行う。 

イ いじめ防止等の取組 
①「第五中学校いじめ防止基本方針」に基づき、週１回以上の学校いじめ対策委員会で、事案
に対する手だてを記録し、情報共有を行うことで、迅速な解決を組織的に図る。 

②週１回のいじめ対応のための時間を「情報共有時間」とし、各学年教員内の情報共有や記録
整理を行う。また、該当生徒の聞き取り等を行い、指導・説諭を行う時間とする。 

③いじめアンケートや相談できる大人の調査、気になる生徒の調査等の分析を行い、教職員が
組織的に対応する中で、教育相談等につなげていく。 

④６月に「八王子市いのちの大切さを共に考える日」を設定し、全校朝礼で校長講話を行い、
その後の道徳科の授業で、内容項目「生命の尊さ」を扱う。また、７月に「赤ちゃんふれあ
い事業」を実施し、いのちの大切さについて考えさせる教育を行う。 

ウ 不登校生徒への支援等 
①不登校生徒の実態を基に、支援ニーズを把握し、社会的自立に向けた具体的な取組として、 
不登校生徒が安心して通える「校内登校支援教室（リソースルーム）」を設置する。教室環
境や支援体制を整え、教職員と別室支援員が協力する中で、校内での居場所づくりをすすめ
ていく。 

②登校支援コーディネーターを核とした「登校支援委員会」を開催し、「個票システム」の活 
用による不登校生徒の早期把握と、関係諸機関との連携を図る。 

③第五中学校グループ内の引き継ぎの中で、児童・生徒一人ひとりの課題と指導の方向性を関 
係者で共有する。 

（６）特色ある教育活動 
 ア 義務教育９年間を見通した小中一貫教育の取組  
（取組１）「はちおうじっ子サミット（いじめ防止）」についての協議として、児童会・生徒会 
の合同会議を行う。また、小学校第６学年を対象とした中学校合唱コンクールの参観や部活動 
体験、中学校の教員が英語の授業を行う等、小中の円滑な接続のために実施する。 

（取組２）学力定着プロジェクトチームを中心とした各教科におけるＰＤＣＡサイクルに基づく 
指導内容・方法を改善し、学力の定着・向上をめざす。また、家庭学習として、「家庭学習ノ 
ート」の活用やドリル型学習コンテンツを促進し、個別最適な学習環境を推進する。 

（取組３）各学期に一度行う小中一貫教育の日では、児童・生徒の背景や、気付きと手だてに 
ついて話し合う協議会を設定し、小・中教職員の共通理解を深める。 

（取組４）「地域の子どもは地域で育てる」視点を基に、年に３回行われる青少年対策第五地区 
委員会主催のクリーン活動では、児童・生徒、地域、小・中教職員が一丸となって参加する。 

イ 学力向上の取組 
①定期考査前の一定期間を活用し、国語科、数学科、外国語科を中心に補習学習を実施する。 
②「はちおうじっ子ミニマム」の経年での変化を確認し、基礎的・基本的な学習内容の確実な 
定着をめざす。 

③週２回の放課後「楽習会」を実施し、生徒が自発的に学ぶ姿勢を高める。教職員の他、学習 
サポーターや大学生等に見守りをしていただく。 

ウ その他 
①第五中学校グループとして「情報活用能力系統表」を活用した義務教育９年間を見通したＩ 
 ＣＴ活用に関する資質・能力の育成をめざす。メディアリテラシー教育については、主体的 
に情報の真偽や信頼性を確かめながら、自他を偽の情報から守ることができる力を身に付け 
させる。 

②「第五中学校2020レガシー」として、「心のバリアフリー」を掲げ、共生社会をテーマにし 
 た道徳科の授業を行う。 
③部活動では、「八王子市立学校に係る部活動の方針」を遵守した学校の方針を設定し、合理 
 的でかつ効率的・効果的な活動の推進を行う。部活動改革に向けた準備をすすめていく。 



 

 

第２号の４表の１                     学校名 八王子市立第五中学校 

 

３ 学年別授業日数及び授業時数の配当 

（１）年間授業日数配当表 

 月 

学年 
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 

１ 16 22 20 14 2 20 23 20 18 17 19 16 207 

２ 16 22 20 14 2 20 23 20 18 17 19 16 207 

３ 16 22 20 14 2 20 23 20 18 17 19 13 204 

備 

 

 

考 

○第3学年は、卒業式が3月19日(水)のため、3日少ない。 

○開校記念日5月10日(金)を授業日とする。 

○土曜授業で振替休業日を取らない日は、5月11日、9月14日、10月26日、2月8日、

とする。 

○夏季休業日は、7月21日(日)から8月28日(水)とする。 

○都民の日10月1日(火)を授業日とする。 

 

（２）各教科等の年間授業時数配当表 

区  分             学  年 １ ２ ３ 

各

 

 

教

 

 

科 

国     語 140 140 105 

社     会 105 105 140 

数     学 140 105 140 

理     科 105 140 140 

音     楽 45 35 35 

美     術 45 35 35 

保 健 体 育 105 105 105 

技 術 ・ 家 庭 70 70 35 

外 国 語 （ 英 語 ） 140 140 140 

小      計 895 875 875 

特別の教科 道徳 35 35 35 

総合的な学習の時間 50(8) 70(4) 70(13) 

特別活動(学級活動) 35 35 35 

総       計 1015(8) 1015(4) 1015(13) 
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備      考 

ア その他の授業時数 

 

 

 

 

 

 

 

イ １単位時間                               

・１単位時間は５０分とする。 

 

 

ウ 授業時数の確保に関する手だて 

「短い時間を活用した教科等指導」の実施 

・第１学年 火曜日（１５時２０分から１５時３０分まで）教科：総合 年間７時間行う。 

・第２学年 火曜日（１５時２０分から１５時３０分まで）教科：総合 年間７時間行う。 

・第３学年 火曜日（１５時２０分から１５時３０分まで）教科：総合 年間７時間行う。 

 

 

エ 長期休業中に位置付ける学習内容 

・第１学年は、総合的な学習の時間の「八王子の『まち』を知る(郷土)」における調査活動

として８時間行う。 

・第２学年は、総合的な学習の時間の「八王子の『人と産業』を知る(郷土)」における調査

活動として４時間行う。 

・第３学年は、総合的な学習の時間の「八王子をもっと『よい街』にする(郷土)」における

調査活動として８時間、｢進路決定学習｣における調査活動として５時間、計１３時間行う。 

 

 

オ 授業時数に位置付けない教育活動 

・朝読書は、１回あたりの時間を１０分とし、週５日間行う。 

 

 

カ その他 

・保健体育科の武道(柔道)の授業は、第１学年で６時間、第２学年で７時間実施する。 

 

 

 

 

学年 

区分 
１ ２ ３ 

生徒会活動 2 2 2 

学校行事 77 66 65 

学級・学年裁量の時間 6 7 7 
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　　月
曜

行
日   事 曜 行　事 曜 行　事 曜 行　事 曜 行　事 曜 行　事 曜 行　事

1 月 水 土 体育大会 月 木 日

2 火 木 日 火 金 月

3 水 金 憲法記念日 月 振替休業日 水 小中一貫教育の日 土 火

4 木 土 みどりの日 火 木 日 水

5 金 春季休業日終 日 こどもの日 水 金 月 木

6 土 月 振替休日 木 土 火 金

7 日 火 金 日 水 土

8 月 始業式・入学式 水 土 月 薬物乱用防止教室(2) 木 日

9 火 木 日 火 金 月

10 水 金 開校記念日・安全指導 月 水泳指導始 水 土 火

11 木 定期健康診断始 土
学校公開日・学
校説明会 火 木 日 山の日 水

12 金 安全指導 日 水 金 安全指導 月 振替休日 木

13 土 月 木 土 火 金

14 日 火 八王子市学力定着度調
査（全） 金 「いのちの日」・安全

指導 日 水 土 道徳授業地区公開講座

15 月 避難訓練 水 土 月 海の日 木 日

16 火 木 日 火 避難訓練 金 月 敬老の日

17 水 金 月 避難訓練 水 土 火

18 木 全国学力調査（３） 土 火 木 日 水

19 金 日 水 金 終業式・水泳指導終 月 木

20 土 月 避難訓練 木 土 火 金 安全指導

21 日 火 金 日 夏季休業日始 水 土

22 月 水 土 月 木 日 秋分の日

23 火 木 日 火 金 月 振替休日

24 水 金 月 水 土 火

25 木 土 火 木 日 水

26 金 日 水 金 月 木

27 土 月 木 土 火 金 避難訓練(地域）

28 日 火 金 定期健康診断終・セー
フティ教室(1) 日 水 夏季休業日終 土

29 月 昭和の日 水 土 月 木 始業式・安全指導 日

30 火 木 日 火 金 避難訓練(地域） 月

31 ／ 金 ／ 水 土 ／

９４ ５ ６ ７ ８

学校名　八王子市立第五中学校
４　学校行事



第２号の５表の２

　　月
曜

行
日   事 曜 行　事 曜 行　事 曜 行　事 曜 行　事 曜 行　事 曜 行　事

1 火 都民の日 金 日 水 元日 土 土

2 水 小中一貫教育の日 土 東京都教育の日 月 木 日 日

3 木 日 文化の日 火 金 月 月

4 金 月 振替休日 水 土 火 火

5 土 火 木 日 水 小中一貫教育の日 水 校内作品展始

6 日 水 金 月 木 木

7 月 修学旅行(3)始 木 土 火 冬季休業日終 金 金
校内作品展終・
安全指導

8 火 金 安全指導 日 水 始業式 土 学校説明会 土

9 水 修学旅行(3)終 土 月 木 日 日

10 木 日 火 八王子市学力定着度調
査（１・２） 金 月 月 避難訓練

11 金 月 避難訓練 水 土 火 建国記念の日 火

12 土 火 木 日 水 水

13 日 水 金 安全指導 月 成人の日 木 木

14 月 スポーツの日 木 土 火 金 安全指導 金

15 火 金 日 水 土 土

16 水 土 月 避難訓練 木 日 日

17 木 日 火 金 安全指導 月 避難訓練 月

18 金 安全指導 月 水 土 火 火

19 土 火 木 日 水 水 卒業式

20 日 水 金 月 避難訓練 木 木 春分の日

21 月 避難訓練 木 土 火 金 金

22 火 金 日 水 移動教室(1)始 土 土

23 水 土 勤労感謝の日 月 木 日 天皇誕生日 日

24 木 日 火 金 移動教室(1)終 月 振替休日 月

25 金 月 水 終業式 土 火 火 修了式

26 土 学校公開 火 木 冬季休業日始 日 水 水 春季休業日始

27 日 水 金 月 木 木

28 月 木 土 火 金 金

29 火 合唱コンクール 金 日 水 ／ 土

30 水 土 月 木 ／ 日

31 木 ／ 火 金 ／ 月

３１０ １１ １２ １ ２

学校名　八王子市立第五中学校
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